
153. 野洲町下々塚遺跡出土の

平安時代造物について

2.翻査後妻

誠1培地l立、!J!t洲病院の西側、主~地方j革大ìI可能登川

長i~号線に的I した、大::j-:小f担保守 F々ほ1113ー l 待地に

所在ーする。 .it~ 1't.1ま!苫おIi月Jj也j立成 Iニ f'l~ うもので、対象耐

鮫1;1: 681 01' と小刈似て。ある。!川JI1の |日 jむ Jf~1よ、現況か

らは計 1 ) 符ないが、過去の~jf.11制作時におけるま日見よ

り、本，話，~ 1f.J也グ〉凶側、行'j(.やI ' t!:に明るRlJ に、 H，j~tにの

びる IlJjufi込が必定される.本，UI.11t.J也のi立川間i二おいて

も、11可恨IjにI<'Jってす千千の級制約がM、められる.ま たtft
定取はlillli 、家Lti~ lllf分を快んで、 1.:íUll1H也の ~tlJ可 ItrJ

30m付j[をjrJii的している.純子tの紡娘、古川時代~平

安11寺代にヨR る 3rfuのi立~，Y>l(Ùが鰍認されている.省1 1迂i

t必而からは、・ド安時代後lUJのiihが数条検出されている。

第2ill桃而からは、平安時代，jIllIIl-中JI11の71'1itTが、藍

ぬして多数検出されている m 3;立は而からは、古抗

時代初頭の~穴(j・肘・ 2 隊、L'iJf¥時代後JUlの泳教条が検

出されている。このうち S0 -071;1:、~ 2 ;i'.it蒋I穏で検

出されたi蒋詳のーってある o SD-07Ii、調1f.地を斜

交 して南北にのびるiおで、I釘'l1唱はこ5誌の小i.¥に分絞し

ている。 ~t仰の治制 IHt..l:人 2.5m-3m 、深さ 0.201

の規般を測る。 i立物の大半1;1:、中央より北nl1で出えし

ている.泣物の出よ状況は、 1たい区域に限定され、か

っ光If~品が多< fl~1休のllP設が少ない ζ とから.比較的

争lÌ\、 j倒的l に投攻:き Il 、 J'~.lli したものと微定される。
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3.50-07出土造物について

SD一()7からは、 ミヒに上告泣からなる j自物が、巡物収

納府コンテナて"，y;{_，Jofti分tUi，:した。Il¥:1二したこlょ*iには

回転fì'ïX: )f~j'，r，'li 日品、虫色J: r" li様、 1長部糸切リ土防li甘号 、

，~~色J '.総、 総1111陶‘然、虫寝泊"陶古語 、 η~f111陶然、 ~j'ü~:務、

上JI長などが有り 、多彩な内容のものとなっている。こ

のうち突i!lllの対象としたものは 129点で午、小;小森'，¥て"は

このcl'よリさらに主要な Lのを50.o:i並んでぬ，1在した。

(1 ) 回転台成形土師器(第 3図①~⑪)

'fii ゴ二x，Jtを巻き上げたのち、 f!~述凶必ず:で成形したこ1 :

印1;慌のがで、J必i'i11/主的[l!fJとして米諸務、また体郊の内

外に は成)~叫に生じた述統的なヨコナデの後車容が観伐

される。 /f~!診には大)}IJ してi:.4fI をイJ さない平ほの材、A

と I~~fìの付く杯B とが平iる . 1!慎 il.:if; のM、 A!i 、 さらに

次の杯A，-}\，'こk.ill分される 。 fィ~A ， (<D-⑦) /ま 、安定

した平成のほ背ISより /~lflll してが| 外方へのひる{本部を有

し、IJ主主;;;1回目{りしくおさめている。材、ん (③~⑪) /立、

)f~態 1;1似A， と共il1iするが、口総ぷ川Eの処翌Ilがやや異な

ヮておリ 、l!lfiWIIがf7< ~f<J刊になうている。また A" A2 

以外に、 j必'dllとi本部との境界が蛤〈ヨコナデされてI'.!I

線~kに主主んだむのを杯A. (⑬、⑬)とするが、4Il:的に

は少ない。十イ、81止、抜本的に/，Hィ、AにがJi1L;がI!.'ifすけさ

1した L のであるが、す'.'+M、 A と !ià'，~なる点ら見受けら

れる。材、 B/止 、 /f~態よリ料、8 ，-ß，， 1ニ ~ill分さ h る 。 ます

.fi、13，(⑪、⑬)は 、{本部{ま内子:t気味にのびたのち ιl紋

端部が'11主〈外1又する 。;総i:点L他にi七べでややiej手に11:

1'，げられて¥¥ Q 0 ~ィ、8. (@-⑬) /止、 N~;~flの形態{ま材;

A，に刈L与するが、岐点1¥にはl平手で|旬iIoi三角形の10ifiが

Wli付けされる。{イ¥13，(⑬、@)!i、初;んに対応するお

わ十Jの脈である。同級に4守~B" (@)も 、H、んに.t't応す

る，:':jfi('J・の料、で・ある。 よれらの[凶転手;成If~ 土r.，li 総 ( ~ィ、

A、村:8)1手、L、ずれも /It.二1-./まMHで焼成む良好、色

調I;l:'VI JJ;縞色をFけーるむのが多い。一方法制について

は、初、Aと村、Bとで1まれ:ニFのt絞授がJ辺、められる。すな

わちt不Aが 11 (T: 12， 5cm -13 ， 5c師、 官詰日当 3cm-3.5cmに

あるのにがjし、材、BIま日後14cm、十不部向 3，5問、i!1jf'j

S D -07遺物出土状況写真

- 2 

を含むdllfj:;'j4 cm - 4， 5clllと、やや大仮 りのっくりとな

っている。また形態について i，~不8，のように 、 荷台付

将、と言うよりはむしろ椀を諮:殺した形態のものが見ら

れるのも 、仰、8の特徴の一つであろう.

(2) 黒色土師器(第 3図⑫・⑮)

稿。 f下j に は紛少であるが、 回転台成J~土r，i~総の i勾 flli を

.'.J:I:化!J!!，Jlllしたオ.日告が恭子量認められる。 二iL'を後l村系

f.I:~; 色土総と区別するため 、 黒色ーI '，r.刑務と IIlf'称する。い

ずれも破片での出土で、資料的なfl，lj約があ るが、形態

的には@、@とも平成で前向の付・かない杯と思われる。

1I)(; lf~手法ゃ/1台土などは 、 法ネ:的には回転台成Jf~二日市総

杯Aに類似するが、イヰ昔日がやや浅く外-)1に聞いており 、

ニtLに対応して口径も15cm-16cmとやや大きくな って

いる。また内貰jtまj底割i見込みも含めて綴箸Jなへラl吟き

が1iuiされている。なお今回は確認できなかったが、平

成のものと問|時に有高台形態のウ 7 リエーションも存

花する可能性が向い。

(3) 底部糸切り土師著書(第3図⑮)

一点だけて'はあるが、J氏-ffl>にIrrl転糸切り伎を銭すこ仁

川i i!誌の訴が:11二上している 。 形態」二は、回転IET成 Jf~土附i

線材':Aに1JiI以するが、口径l二比べて1以後がやや小さく、

!氏古11と休百11との境界の後総が11).11僚である。法日{止 、仁|

任12.8cm、総尚 3，3clIIをilifjる。IlFi士、焼成とらに良!fT'
で、色調!iffJhがぬ色を位する。 1底部l二[QI似糸切 り4j{を

伐す士山1;慌の料、I;J:、j!ii1:では主にfMIi団地域で多くみら

れることから、 l河地域からの搬入品である可能性が高

u、。

(4) 黒色土器(第 3図@-⑮、第 4図@-@、@、@ )

9 'l!t*L以降10'1り:紀に'fi.るUキ!日lに、i;&内地域でよ七絞fl(J

j位千i に認めることのできふ内n.\の;~.~色:1'，総が、本調査

I也SIJ -07から多<11¥十.している。出ニオトト今 した ~11: 色こオト"i!苦5

の昔総佐干

(@一@)，、 4作i潟fれiのE銚事 (@ 、@)、従(@、@)が有

る。 まずM、についてであるが、SD-07出:1'，の然色:1::

r，;;のU:/;1全て22if; を有する H:B で、 !!~~~fìの f"':A は認

めらJ.lない 。 Jf~r& !ま 、 J~k後が大きく安定した!なnl} より

11サド?しながら-:iJ.ち上がる 休部をイ干し、 n主連青11は悦〈ヨ

コ十デされている 。 2.5f; は1J~ < 、 断的i三角形のnrjJj~な

L ので、正く~i;'iHjlÍに l[，Ií付けされるため 、 一様に荷台径

の大きなものとなっている。22院はいずれむ 2mm-3 

mil1IltH去にF'i-< f上トーげら ilている。Fたj凶ij(ま成昔1¥見込みが

‘11，行、体古1)/;1愉方II.)1こ級術なへラI告さを地す。@、@

については、 さらに休部の内ifLi(こ渦巻き状のUi'i'文を純

文している 。 また③、 @については、口主連I)') ~，おに一糸

の沈斜!を巡らしている。{本郊の外削!;t、会休を 5-6

分';'111 して、 mいへラ砂I~ ;きを約交させながら地している。

またヘラ If!i き以 Híj l.: ヘラ ì~ílJ リを }JII えたむのも認められ

るが 、 抗湖、がIIJ)I僚に間t~~できるものは少な L 、 。 色調 !i 、
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内耐がi楽然色から H~黒色、外部は11)，1賞制色から 11T奇HI..I

色をf1.:するものが多〈、いずれも船了1'.、焼成とも良好

である。 また法虫には仁l径16cI11 ・ *i::I'~:j 4. 5cmTiiH去のも

の(③-@)をほ'(iVIに、それよリやや小fdiりのむのと

大振リのもの(⑮、@)とが11る。 なお@!まn1.ゑ10.4

cm・総向 2.9cm (!:il!ljる小引のよ，1J:色ニ1::(，誌で、この予の製

色ζl.昔話{ま今|自の調子kで'!:t.f也に出ゴ.しておらず 、 ミニチ

ュア (1() な製品 と思われる 。 @ 、 @の .~.\色土総 (i一応:11，

に分Jrri したが、 31< .11.北 W で'1が:':~:A に分Jij{さ tlている 。 Jf3

r~!止 、 半球Jfヲ体i:nl!ニ免H 外反する口級官jí を ，{:jし、正'1:;fll 

にlif~'l'j fiが付・<0 @は、'f，器『Ji で{本音111J(~~l <内均する形

態で、 Z4fIiJ務手のンャープなっくりのむのとなヮて

いる。@I止、安定した平成のほ部より休帝1¥1)<1f(ぶ気味

に立ちトがるl杉f&で、j¥':jfi!il氏<IM " I~ である 。 1iJ，jfi' と

も成部外1mを干すめて、骨量表f(ijの全聞を級1按fにへラ隠さ

している 。 ~1:泣 l立@が口後15.4clII . ll1ft:j 8.1cll1、 @が

口径16.2cm・?，i::~::j 8. 5cm を i![lJ る 。 Jlfì土等 I :t. U、と ~U画し

ている。@、@Ii、!JA色土昔話の波て・ある。 とLに破l-'.ー

ではあるが、形態的には球形体部に外反する n紋許liを

有する 。 またf*誇11外聞に I;t.f.症の{寸-~Yíが1査し L 、 。 口径は

18Cll1前後て'あるが、ニの他にら し1t去の小さなやや小採

りのTREL存夜する。

(5)緑紬陶器(第 4図⑮ 、@)

S 0-07からは紙;f1h~;.;j総 L 出土しているが、 :[.Ul(j に

は少ない。@、@はともにj!i:i工系と考えられる紋織陶

総のJIIlて， J!占付け向台の綾地r(fIllq織に段を有している。

l長径の大きい安定した岐部より、{本吉1¥判長〈料外7iへ

l丘線的にIlH<形態である 。内底而の!去1;f，iに沿うて浅い

JlfJ総が巡る。外!ま耐i!止、@の場合IIJl転糸切り僚が9えさ

れているが、@については痕跡が不明11氏である。焼!え

はいずれも軟質で、素地色l立明災補色をfJうする。地利l

!i外Jtl: irîi を予言む会而綿布11 と与えられ、;f~II;~，司 1;1 i~~総色を

お!する。法虫は前ifj-とらはぽi司じて¥仁i径13.5cm・総

i公~ 2 . 8cm 1~íH去を i!iJJ る 。@、 @以外の紋平~h陶昔話IJ:会て1政

J'j'て".'1\土しているが、限抗議J也 l /f. を jq~ き他{立会て ;1次

't'[線治hで、j!I江系と Jj-えらilる。

(6) 無紬陶器(第4図@-@)

形態にはlJlIと紛の二H(が布り、すと務系の;問'Fが'j~: < 
石取されるが、灰flhf!.トの施桶11!ま認められず全てJ!lHlhで

あり、後述のように近江千o也iiIiの~Jl必然系の焼物であ

る。JlJl(@、@)は、浅く 1m<体育1¥に知<!lm}Jへ外反

する口紋古1\ を有し 、 成総jlこは外 )jへ:mん';l~ る|智il削 fìJ杉

の荷台がI!~ifすけされる。ま た@の外成前i には IITI 転糸!;I}

リ拡がそのまま残るが、@ではこの阿転糸-1JJりゼどは丁

療にナデiiqされている。法主11:は@が口径13.4cl11・総出

2.7CIl1、@が口径J3.8cm・ll1fA'j2.5clIlて'ある。一方椀

にはi去i誌のj:j!いにより n 筏14clll ・ 総ï~，ij 4 C01而ij1去のやや

小阪リなむの(@、⑪)と 、口径16.5cl11.昔話向 5CI11前

t去のやや大振りなもの(@ 、⑬)とのこHが認めらtt

る。いずれも平J11な底部より休mlt)'例外方へ直線的な

いしす7了f l得手?しなカf らのぴ 、 仁I~:まJjii部í!H'，( < II!rJlilこJ:ll
1"1する。JJifI は JIIl と 1，;怜R に外 t;へ踏ん ';l~ る IIrrl(lifìJ阪の

むのが、 JiH誌に1l，Iif十けされる。 また外J.L(而iの|句転糸切

りがれまそのまま伐されているのがJJ;U!lJで、ナデti'jしが

泌されている Lのでら 、完全に消し去られていない場

介が多t、。これらの現時布hli勾総はいずれも lj~H;( を計千合

むねUi の1'.'1良な!治こ1'- を1-f し、 j:;{ 必 .t~j焼成て'あり 、色調

lilJ}jli死偽色をれしている。

(7)灰劾陶器(第4図⑮ ~ ⑩)

形態には IIllと紛の二千慌があり、同lii去 .~::の大小によ

勺てさらに二分さJ.tる。@の1IIL1手、iW予のつくけで伐

< I)~J ( I本当11に制〈外lぷする I-I** g}í を有し、 l疋 ;~i\には三

U J=ll杉の高わが{寸〈 。 口径14.6cm.'，>，i::jHi 2.7cl11をilliJる。

←}'j⑪の IIIU立、{本古11がlノサ門会i.I味lニ浅く IJfJき、ょ7ihLエ

ヴヂのJ'~~ 、 L のが十J- < 。 口径J5_ l)cm ・~*~守'j 3.3('mをiJ[IJ

る。備には口筏15cI1I.器t:j3. 8('olJ.pn去のやや小J~i りの

もの(@、⑪)と、 LI~t18clJI .昔話i:':j6 CIll前後のやや大

桜りのむの (@、@)とが有る。続にはまたは紋部に

給花を干iする総花織が含まれている。@、@はやや小

振リの干潟で、浅く内切~t l法に 1;持〈休音1\ に 7;'，( <外反する

日以日11 を有し、!氏苦1\には三 n け Jf~の iおれが{寸〈 。 ⑪と

⑬はともにやや大振りな法誌の愉花備で、体mil;l;派〈

l刈怜気味にのび、仁1*まFA1郎{ま心もち外反させておさめ

る。また@の正:(;'.'11には、やや申I!¥Jl:でおい三BJ-l再:if;が

{寸〈 。給{と{まも、ずれもロネ士郎を外II!IJからヘラ先でt111え

てfl:J'.げた Lめて"， iJ~ll(Jí総花と思われる。 よ il らの j夫

前h陶器;の外!氏l(u1卓会てへラj'jlJりないしナデij'jしが地さ

れておリ 、聞もi糸切りゼ{lまii'jしよられている n またぬ

f~h /ま全て ~!Itfナ掛けである。評判111;1;米検討であるが、見L

it~糸の製品が主体的であると忠、われる 。

(8) 須葱器(第 4図⑬、@l)

決が数点，'j1:-十.している他、H、長3担保守iの般JTL約千

出上している。伎は 、に1~;或綿が快~ <外l支する Lの(⑬)

と 、 口 t~湖i をさらに 'jnl < T:HIIIIさせ、端部がft!lJljへ突出

する L の(@)とがあるが、 ~，H~(l(jには飢 IJ~. した形態

のむのである。またi本ffl)外I{IIに/;J:IJ)tJ杉11寺の平行IInき目

が、|付百LIには川心刊状の当具'JHが絞る。

(9) その他の出土遺物

以上のj立す均の{也lニ、 I:.f.lli伐の士銀が 5}.~::11ょしてい

る。 また今住JIは紹介しなか勺たが、tII.:I二j立物rl'には十

を({I'I'の也{I ~:Iニ絡が含まれている 。 ~W}.:I:慌には「今日目

白」 、 「内 J 、 「女」などが布る。 21・'~:il~ されるー上?!?J には:!)，

色土22 、 l!，.f; ~11i陶古品、 l災訓陶然とが有る 。

4.小 結

まず Sυ-0711¥+二1'-総Nの，I)j.J，同時期|について{食品す

る。:l¥土ifi物に!.iII:J也系と搬入系の二十;があるが、 JIIj

4 -
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者については今だ年代餓が総立されていないため、対 つでも変わろうが、総額組成に r'iめる煮沸形態土器の

象から一応除外し、 f走者の搬入系に分類される畿内系 紙調さは、 ζの時期の一つの特徴であると思われる。

黒色土器と灰袖陶慌を検討する。まず黙色上~につい なお主要土器の的il詳な法鐙分布図(第 5図)を添付し

てであるが、本例では休部の滋い似の形態をとリ、 Eま たので、あわせて参!!世されたい。

;:mにl.i全て附.!i!なiおれが{寸き、無尚子;のものは認めら 以 lーの指点より J浮かれることには、まず昔:H~~~Il}ぶに

れない。 このようるイ~f，荷台のN;Sは、平城京束三l}j大 m必然のHが認められず、かわ 勺て よれを1i1i光して回

出向1I!JJi件 SD -650Bより .W/!JUする。，，;1'1'また平安京rH 転向成形:I'_jali日誌の材、が多沿にみられる点がさ葬げられる。

土ØIJ では、 10快紀MiTí{ とされる北野~~'j: S K一151ょ並 このことより、近江では1O-~1:紀仁 (Hri忠総生産が終局

行する。.!J::!}総代県下では、 t'UlJ.15.!.F-if'.(873)の木簡を していた L のとどRI4干される。ょの II.\q~1以降 1 0世紀代を

WtHした'I!!:ji遺跡の出土WIJに後続する{立釈を r1iめる。1，・1::;1 ;感じて、近江では自似合成Jf~土日i1i総の4ィ、が波打ーする。

一方1夜~[lil淘燃は、 0 - 53の q~でも lN: t 凸，;f:fIを示す P，)'l~1 :.大いで山1:.1，1の多い織内JRの内分、l烈色土絡であるが、

のji)i-，;tでるあると与え句れる。 以上よ 1)S 0 -07出土オ二 日早傾斜l成において常に一定需を占めていたかについて

総併を、 1O'I!t ~:è ~ì 1 119半期を中心とするJI寺Jglに従えて は、ずr:J出生旅の可.古E性¥.;1人11を含めて、今後のfJi例検

おきた、、。 討をまちたい。灰;fjJJ陶{f.-j:l立、iIT:iJ.:ではこのHキJgJ以降:B

次にltifH(t-北l衣について荷1ての検討を力11える。ま ずこiニ ゴニi誌がJi11JIIし、 10-11世紀を通じてかなりの況が搬入

甘誌の尖itlll.¥';.:数を(Il[の円安とした場合、 SD -07では凶 されている 。 段後に、 1n~:f11l防総については、これまで

転台成}f~ i:r.m-f鮮の材、が、過半数にj!iぃ40%前iif.去を占め あまり泊..むされることがなかったが、近年集溶からめ

ている。(杯Aと初、Bとの比キは 2 1筏皮)、次いで 出土資料む.tr:}JU している。特に~nÑt:総生必の消滅以後

織内系.I~.~ 色土025%、FJ(漁I1 陶骨1; 15%、然布Ii絢総10% と L、統制?と総とでらl呼ね:されるなi必昔話系の続物が、ノl、

続き、紋鳴b~旬十!?}などその他の土~(ま各々 5%に ii~~ たな 規f誌ながら生政されていたニとを，1iE'-e.できるのは、後

い。 また SD -07W .:l:ー!二昔話の場合、大半が(11:総 Jf~ fl?:t: の紙布1I!.luIliの成立を 1'j・えてい〈うえでも、r!'iRな主11~.!. 

(.;i で ~i められており、そtLJ;).外の土片品、特に;む百1;形態 であろう。

のご1:-.*誌は、虫色土岩手の小裂を|揺れ、て、全くと言ってよ 5.おわりに

いね!認められなし、。これはiuUiの性絡や出土状況によ 12世紀以降のj丘iJ:て'11.、然色こ"，(.~~寺?に J也敗色を有 し
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第 5図 S D -07出土遺物法霊分布図
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ながらも 、大きくは尚、 IIllからなる君主内的な土t，11H!ii系

土11誌の生節減に~している。しかしそれ以前の 9-11

世紀には、米関iI~J とも 言えるか合リ多微な~n]I..(l綜系の

焼物を認めることができるの i況に述べた包]rJを;点目ï.X:Jf~二仁

川日誌や氏)}II糸切')ゴ:.~11i様、 l!~~lh~旬総などがこれに相当

し、広義にはj!I: iJ:系紙~Ib陶日誌もその延長上に位;削τl け

ら1lょう 。 しかし、よれら古代氷から'i'l!Jーにかけての

過 ìJ!.U~JJ を， ïJ る 1也l&B~かな焼中旬について、'i!í:fCでは ~ók

午前 ç~J君主を|徐き、 ζIIまであまり i:i己芯1されることカぎなか

ったと言えよう。このような中で、下々塚遺跡SD-
07Hけ:の士絞れもが、これを術う一つの示楳ともなれば

主事いであると考える。

(保 l後)
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